
設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

２　授業科目の概要 厚生労働省からの通達に基づき、保育士養成課程を見直し、

（１）ー① 授業科目表 平成31年度入学生より、総合子ども学科の授業科目の概要

卒業要件及び履修方法 を変更した。卒業要件及び履修方法は以下のとおり。

・卒業要件 また、授業科目の概要については、別紙に対照表を添付。

共通教育科目24単位以上，専門教育科目から100単位以上，

合計124単位以上を修得し，卒業審査に合格すること。 卒業要件及び履修方法

ただし,周辺科目はこれに含まない。 ・卒業要件

履修科目の登録の上限：1～3年次48単位（年間）、 共通教育科目24単位以上，専門教育科目から100単位以上，

                      4年次44単位（年間） 合計124単位以上を修得し，卒業審査に合格すること。

ただし、保育インターンシップ、保育実習、教育実習及び ただし,周辺科目はこれに含まない。

自由科目はこれに含めない。 履修科目の登録の上限：1～3年次48単位（年間）、

・履修方法                       4年次44単位（年間）

共通教育科目（基礎科目 外国語科目）                  8単位 ただし、保育インターンシップ、保育実習、教育実習及び

共通教育科目（基礎科目 健康・スポーツ科学科目 　　　 2単位 自由科目はこれに含めない。

共通教育科目（基礎科目 情報教育科目）　　　　　　　　2単位 ・履修方法

共通教育科目全体より                                12単位 共通教育科目（基礎科目 外国語科目）                  8単位

専門教育科目（専門入門科目）　　 　　　　　　　      2単位 共通教育科目（基礎科目 健康・スポーツ科学科目 　　　 2単位

専門教育科目（専門演習科目）　　　　　　　　　      16単位 共通教育科目（基礎科目 情報教育科目）　　　　　　　　2単位

専門教育科目（卒業論文）         　　　　　　　      4単位 共通教育科目全体より                                12単位

専門教育科目（専門基礎科目）     　　　　　　　      4単位 専門教育科目（専門入門科目）　　 　　　　　　　      2単位

専門教育科目（基幹科目 保育・教育基礎科目） 専門教育科目（専門演習科目）　　　　　　　　　      16単位

　　　　　　　　　Ａ類（教職）10単位　　Ｂ類（保育） 4単位 専門教育科目（卒業論文）         　　　　　　　      4単位

専門教育科目（基幹科目 保育・教育内容・方法科目） 専門教育科目（専門基礎科目）     　　　　　　　      4単位

　　　　　　　　　Ａ類（教職）22単位　　Ｂ類（保育） 2単位 専門教育科目（基幹科目 保育・教育基礎科目）

専門教育科目（基幹科目 保育・教育技能科目）　　      4単位 　　　　　　　　　 Ａ類（教職）6単位　　Ｂ類（保育） 4単位

専門教育科目（基幹科目 保育・教育実習科目）　　      2単位 専門教育科目（基幹科目 保育・教育方法科目）

専門教育科目（展開科目 展開コア科目） 　　　　 　　 10単位 　　　　　　　　　Ａ類（教職）20単位　　Ｂ類（保育） 4単位

専門教育科目（展開科目 A群・B群・C群のいずれかより） 8単位 専門教育科目（基幹科目 保育・教育内容科目）　　      6単位

専門教育科目全体より　　　　　　　　　　　　　　　  12単位 専門教育科目（基幹科目 保育・教育実習科目）　　      2単位

　合計124単位以上を修得すること。  (29) 専門教育科目（展開科目 展開コア科目） 　　　　 　　 10単位

専門教育科目（展開科目 A群・B群・C群のいずれかより） 8単位

専門教育科目全体より　　　　　　　　　　　　　　　  14単位

　合計124単位以上を修得すること。  (元)

＜総合子ども学科＞

７　その他全般的事項

＜人間健康学部＞

（１） 設置計画変更事項等

エラー ! 
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

８－２.選抜方法及び募集人員 （１）多様な受験生の志願を得るためにセンタープラス

（１）一般入学試験、大学入試センター試験利用入学試験、 　　入学試験を左記入学試験に加えて新設する。

　３月入学試験（29） 　　　出願資格は、一般入学試験、大学入試センター

　　　 　　試験利用入学試験、３月入学試験と同様に別紙の

　　とおりとする。

　　　一般入学試験とセンター試験における各試験の

　　高得点２教科２科目の合計点で合否判定を行う。

　　試験科目は、別紙参照。

　　　受験機会を増やすために文系学部統一入学試験の

　　受験回数を１回から２回へ増やす。

　　　一般入学試験、大学入試センター試験利用入学

　　試験、センタープラス入学試験、３月入学試験に

　　おける募集定員は３２名とする。（29）

大学入試センター試験利用入学試験では、大学入試センター 大学入試センター試験の得点を利用する入試制度（センター

試験における試験結果を利用して志願者の資質・能力を判定 プラス入学試験、大学入試センター試験利用入学試験）に

することとし、本学個別の学力試験は行わない。(30) おいて、英語の資格・検定試験の得点等を大学入試センタ

ー試験の「英語（リスニングを含む）」のみなし得点に換

算し、合否判定を受けることができる制度を導入する。(30)

＜スポーツ医科学科＞

設　置　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

８－２.選抜方法及び募集人員

（１）一般入学試験、大学入試センター試験利用入学試験、 （１）多様な受験生の志願を得るためにセンタープラス

　３月入学試験（29） 　　入学試験を左記入学試験に加えて新設する。

　　　出願資格は、一般入学試験、大学入試センター

　　試験利用入学試験、３月入学試験と同様に別紙の

　　とおりとする。

　　　一般入学試験とセンター試験における各試験の

　　高得点２教科２科目の合計点で合否判定を行う。

　　試験科目は、別紙参照。

　　　受験機会を増やすために文系学部統一入学試験の

　　受験回数を１回から２回へ増やす。

　　　一般入学試験、大学入試センター試験利用入学

　　試験、センタープラス入学試験、３月入学試験に

　　おける募集定員は４０名とする。（29）

大学入試センター試験利用入学試験では、大学入試センター 大学入試センター試験の得点を利用する入試制度（センター

試験における試験結果を利用して志願者の資質・能力を判定 プラス入学試験、大学入試センター試験利用入学試験）に

することとし、本学個別の学力試験は行わない。(30) おいて、英語の資格・検定試験の得点等を大学入試センタ

ー試験の「英語（リスニングを含む）」のみなし得点に換

算し、合否判定を受けることができる制度を導入する。(30)

＜総合子ども学科＞

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で，設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。
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　　　構成員は、教務委員長・２学科から選出された委員（各2名）・学部長が指名する教員。

      平成29年6月1日付けにて、人間健康学部ＦＤ委員会規程（別添資料）を整備。

　　　【平成29年度実施時期】前期：7月3日（月）～7月28日（金）後期：12月6日（水）～1月16日（火）

　　　【平成30年度実施時期】前期：7月2日（月）～7月27日（金）後期：12月6日（木）～1月23日（水）

　　　教員へは、拡大教授会において、情報公開し、学部長より表彰を行った。

　　　学生へは、学部HPにおいて、情報公開を行った。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　　　学部内に常設の学部ＦＤ委員会を設置している。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　毎月1回の定例で開催している。

　ｃ　委員会の審議事項等

　　　シラバスチェック、授業評価アンケート、学修シラバスブック及びガイドブック修正、

　　　学部・学科共通授業改善、非常勤講師への意見聴取など

②　実施状況

　ａ　実施内容

      人間健康学部の理念及び教育方針の則り、シラバスチェックシートを用いた修正依頼、

　　　授業評価アンケートの実施・公開、授業評価アンケート結果により授業改善勧告・表彰、

　　　FD研修会の開催（HPについて、学部研究プロジェクトについて、学部共通オムニバス授業について）、

　　　非常勤講師への意見聴取アンケートの実施、自己点検評価など

　ｂ　実施方法

　　　紙面による修正依頼、学生・教員を対象とした授業昇華アンケート調査、HPによる結果の公表、

　　　教員を対象とした集合型FD研修会の開催など

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　　シラバスチェック：1回/年　　授業評価アンケート実施・公開・表彰：2回/年　　

　　　集合型FD研修会：4回/年　　　非常勤講師への意見聴取：1回/年

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　　集合型FD研修会および非常勤講師への意見聴取で、学修ガイドブック、学修シラバスブックに対する　　　

　　　意見があり、また授業の進め方についての質問・意見があったため、前項については、既に改善のため

　　　の見直しを開始している。また、後項については申し合わせ等の作成に着手している。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　　　授業評価アンケート実施有　

　ｂ　教員や学生への公開状況，方法等
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　ｄ　その他

      該当なし

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

      該当なし

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

      該当なし

①　体制

　ａ　委員会の設置状況（各区分を踏まえた委員構成を踏まえた委員の追加や交代状況含む）

      該当なし

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

      該当なし

　ｃ　委員会の審議事項等

      該当なし

②　審議状況

　ａ　審議した内容

      該当なし

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。
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　　平成２９年度より自己点検・評価の対象組織とした上で、改善活動を行っている。

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　本学は、従前より、自己点検・評価の内部質保証を構築し有効に機能させるため、自己点検・評価を担う

　　階層単位の委員会組織を構築し、改善・改革の方策を検討・提起している。人間健康学部についても、

（４） 自己点検・評価等に関する事項

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期
　　毎年度当初に前々年度の報告書を公表しており、平成31年4月末日時点にて平成29年度分までを提示。

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。
　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を
　　　　含めて記入してください。

③　認証評価を受ける計画
　　令和2年度に評価機関（公益財団法人大学基準協会）の評価を受ける予定。

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、
　　　　「無」にマルを記入してください。

　ｂ　公表方法
　　上記公表（予定）時期に大学ホームページ上に公開。

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　　令和 2　年　5　月　1　日　　）

　　　　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

○有  
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<別紙>

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 兼1 1前 1

1前 　 　 1 　 　 　 　 　 兼1 1前 　 　 1 　 　 　 　 　

1前･後 　 1 　 　 　 兼1 1前･後 　 1 　 　 　

1後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼6 1後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼6

1前 　 2 　 　 　 　 　 　 兼1 1前･後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼1

2後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼1 2後 　 2 　 　 　 　 　 　

1前･後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼2 1前･後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼2

1前･後 　 2 　 　 　 兼2 1前･後 　 2 　 　 　 兼6

1前･後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼2 1前･後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼3

1前･後 2 兼4 1前･後 2 兼12

1前･後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼2 1前･後 　 2 　 　 　 　 　 　 兼2

1前 　 1 　 　 　 　 　 　 兼1 1前 　 1 　 　 　 　 　 　 兼6

1後 　 1 　 　 　 　 　 　 兼1 1後 　 1 　 　 　 　 　 　 兼6

1前 　 1 　 　 　 　 　 　 兼1 1前 　 1 　 　 　 　 　 　 兼3

1後 1 　 兼1 1後 1 　 兼3

2前 1 　 兼1 2前 1 　 兼1

2後 1 　 兼1 2後 1 　 兼1

2通 2 　 兼1 2通 2 　 兼4

2通 2 　 兼1 2通 2 　 兼1

2通 2 　 兼2 2通 2 　 兼3

2通 2 　 兼1 2通 2 　 兼1

2通 2 　 兼1 2通 2 　 兼1

2通 2 　 兼1 2通 2 　

2通 2 　 兼1 2通 2 　 兼1

2通 2 　 兼1 2通 2 　

2通 2 　 兼1 2通 2 　 兼1

2通 2 　 兼1 2通 2 　 兼1

2通 2 　 兼1 2通 2 　 兼4

2通 　 2 　 　 　 　 　 　 兼1 2通 　 2 　 　 　 　 兼2

2前 　 4 　 　 　 　 　 　 兼3 2前 4

2後 4 兼3 2後 4

1前･後 2 兼1 1前･後 2 兼3

ドイツ語Ⅱ 2前･後 2 兼1 ドイツ語Ⅱ 2前･後 2 兼2

ドイツ語Ⅲ 3通 2 兼1 ドイツ語Ⅲ 3通 2 兼1

フランス語Ⅰ 1前･後 2 兼1 フランス語Ⅰ 1前･後 2 兼8

2前･後 2 兼1 2前･後 2 兼6

フランス語Ⅲ 3通 2 兼1 フランス語Ⅲ 3通 2 兼1

中国語Ⅰ 1前･後 2 兼1 中国語Ⅰ 1前･後 2 兼6

中国語Ⅱ 2前･後 2 兼1 中国語Ⅱ 2前･後 2 兼5

中国語Ⅲ 3通 2 兼1 中国語Ⅲ 3通 2 兼1

韓国語Ⅰ 1前･後 2 兼2 韓国語Ⅰ 1前･後 2 兼12

韓国語Ⅱ 2前･後 2 兼2 韓国語Ⅱ 2前･後 2 兼7

韓国語Ⅲ 3通 2 兼1 韓国語Ⅲ 3通 2 兼1

留学生日本語Ⅰ 1前･後 1 兼4 留学生日本語Ⅰ 1前･後 1 兼3

留学生日本語Ⅱ 2前･後 1 兼2 留学生日本語Ⅱ 2前･後 1 兼2

留学生日本語Ⅲ 3前･後 1 兼2 留学生日本語Ⅲ 3前･後 1 兼1

2前 3 兼1 2前 3 兼2

2後 3 兼1 2後 3 兼2

3前 3 兼1 3前 3 兼2

3後 3 兼1 3後 3 兼2

2前 3 兼2 2前 3 兼3

2後 3 兼2 2後 3 兼3

3前 3 兼2 3前 3 兼2

3後 3 兼2 3後 3 兼3

＜人間健康学部　総合子ども学科＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【令和元年度】

２　授業科目の概要

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

初
年
次
教
育

人文・社会科学の方法

人間関係トレーニング入門 人間関係トレーニング入門

人間関係トレーニング応用 人間関係トレーニング応用（未開講）

基
礎
教
育

基礎教育科目講座（国語）(廃止)

基礎教育科目講座（社会） 基礎教育科目講座（社会）(廃止)

基礎教育科目講座（数学） 基礎教育科目講座（数学）(廃止)

基礎教育科目講座（国語）

共
通
教
育
科
目

大
学
入
門
科
目

人文・社会科学の方法

英語コア上級 英語コア上級

英語スポークン・インタラクション１ 英語スポークン・インタラクション１

英語スポークン・インタラクション２ 英語スポークン・インタラクション２

英語コアプレ初級

基
礎
科
目

英語オプションＨ 英語オプションＨ外
国
語
科
目

英語コアプレ初級

英語コア初級 英語コア初級

英語コアプレ中級 英語コアプレ中級

英語コア中級 英語コア中級

英語スポークン・インタラクション６ 英語スポークン・インタラクション６

英語オプションＡ（導入） 英語オプションＡ（導入）

英語オプションＢ（導入） 英語オプションＢ（導入）

英語スポークン・インタラクション３ 英語スポークン・インタラクション３

英語スポークン・インタラクション４ 英語スポークン・インタラクション４

英語スポークン・インタラクション５ 英語スポークン・インタラクション５

英語オプションＢ（発展） 英語オプションＢ（発展）（未開講）

英語オプションＥ 英語オプションＥ

英語オプションＦ 英語オプションＦ

英語オプションＧ 英語オプションＧ

英語オプションＤ（発展） 英語オプションＤ（発展）（未開講）

英語オプションＣ（導入） 英語オプションＣ（導入）

英語オプションＤ（導入） 英語オプションＤ（導入）

英語オプションＡ（発展） 英語オプションＡ（発展）

英語オプションＣ（発展） 英語オプションＣ（発展）

ドイツ語Ⅰ ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅱ フランス語Ⅱ

中国語インテンシブ１ 中国語インテンシブ１

英語インテンシブ１ 英語インテンシブ１（未開講）

英語インテンシブ２ 英語インテンシブ２（未開講）

韓国語インテンシブ４ 韓国語インテンシブ４

韓国語インテンシブ１ 韓国語インテンシブ１

韓国語インテンシブ２ 韓国語インテンシブ２

韓国語インテンシブ３ 韓国語インテンシブ３

共
通
教
育
科
目

大
学
入
門
科
目

基
礎
教
育
初
年
次
教
育

基
礎
科
目

外
国
語
科
目

中国語インテンシブ２ 中国語インテンシブ２

中国語インテンシブ３ 中国語インテンシブ３

中国語インテンシブ４ 中国語インテンシブ４



<別紙>

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
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准
教
授

講
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手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前･後 2 兼4 1前･後 2 兼4

スポーツ文化概論 1前･後 2 兼4 スポーツ文化概論 1前･後 2 兼4

健康教育概論 1前･後 2 兼4 健康教育概論 1前･後 2 兼4

食と健康 1前･後 2 兼1 食と健康 1前･後 2 兼1

スポーツ科学実習 1前･後 1 兼7 スポーツ科学実習 1前･後 1 兼5

健康科学実習 1前･後 1 兼6 健康科学実習 1前･後 1 兼6

健康教育実習 1前･後 1 兼4 健康教育実習 1前･後 1 兼5

スポーツⅠ 1前･後 1 兼8 スポーツⅠ 1前･後 1 兼8

スポーツⅡ 2前･後 1 兼10 スポーツⅡ 1前･後 1 兼9

スポーツⅢ 3前･後 1 兼8 スポーツⅢ 1前･後 1 兼8

1前･後 1 兼2 1前･後 1 兼2

1後 2 兼1 1後 2 兼1

コンピュータ基礎 1後 1 兼1 コンピュータ基礎 1後 1 兼1

基礎情報技術 1前 1 兼1 基礎情報技術 1前 1 兼1

基礎情報教育 1前 2 兼1 基礎情報教育 1前 2 兼1

応用情報技術 2後 1 兼1 応用情報技術 2後 1 兼1

応用情報教育 2後 2 兼1 応用情報教育 2後 2 兼1

インターネット演習 2前 1 兼1 インターネット演習 2後 1 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前･後 2 兼2 1後 2 兼1

1前･後 2 兼1 1前 2 兼1

1前･後 2 兼1 1後 2 兼1

1前･後 2 兼2 1前･後 2 兼2

化学 1後 2 兼1 1前 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

哲学Ⅱ 1前 2 兼1 哲学Ⅱ 1前 2 兼1

日本文学 1前･後 2 兼2 日本文学 1前･後 2 兼2

西洋文学 1前 2 兼1 西洋文学 1前･後 2 兼1

美術Ⅰ 1前 2 兼1 美術Ⅰ 1前 2 兼1

美術Ⅱ 1後 2 兼1 美術Ⅱ 1後 2 兼1

日本史学 1前･後 2 兼2 日本史学 1前･後 2 兼2

朝鮮史学 1後 2 兼1 朝鮮史学 1後 2 兼1

中国史学 1後 2 兼1 中国史学 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼2

1後 2 兼1 1後 2 兼1

文化人類学Ⅰ 1前 2 兼1 文化人類学Ⅰ 1前 2 兼1

文化人類学Ⅱ 1後 2 兼1 文化人類学Ⅱ 1後 2 兼1

人文地理学Ⅰ 1前 2 兼2 人文地理学Ⅰ 1前 2 兼2

人文地理学Ⅱ 1後 2 兼2 人文地理学Ⅱ 1後 2 兼2

東アジア文化論Ⅰ 1前 2 兼1 東アジア文化論Ⅰ 1前 2 兼1

東アジア文化論Ⅱ 1後 2 兼1 東アジア文化論Ⅱ 1後 2 兼1

日本の歴史文化Ⅰ 1前 2 兼1 日本の歴史文化Ⅰ 1後 2 兼1

日本の歴史文化Ⅱ 1後 2 兼1 日本の歴史文化Ⅱ 1後 2 兼1

日本文化論Ⅰ 1前 2 兼1 日本文化論Ⅰ 1前 2 兼1

日本文化論Ⅱ 1後 2 兼1 日本文化論Ⅱ 1後 2 兼1

2休 2 兼1 2休 2

2休 2 兼1 2休 2

1前 2 兼1

1後 2 兼1

1前 2 兼2

1後 2 兼2

【認可時又は届出時】 【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
学
科
目

スポーツ科学概論

スポーツレクリエーション スポーツレクリエーション

情
報
教
育
科
目

文献調査法

情
報
教
育
科
目

文献調査法

共
通
教
育
科
目

基
礎
科
目

健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
科
学
科
目

スポーツ科学概論

共
通
教
育
科
目

基
礎
科
目

教
養
科
目

自
然
科
学
分
野

数学Ⅰ

教
養
科
目

生物学 生物学

化学

統計学Ⅰ 統計学Ⅰ

統計学Ⅱ 統計学Ⅱ

自
然
科
学
分
野

数学Ⅰ

数学Ⅱ 数学Ⅱ

物理学 物理学

地学Ⅰ 地学Ⅰ

地学Ⅱ 地学Ⅱ

環境科学Ⅰ 環境科学Ⅰ

環境科学Ⅱ 環境科学Ⅱ

工芸とデザインⅠ 工芸とデザインⅠ(廃止)

工芸とデザインⅡ 工芸とデザインⅡ(廃止)

日本とイスラムⅠ

日本とイスラムⅡ

人
文
科
学
分
野

哲学Ⅰ 哲学Ⅰ

西洋史学Ⅰ 西洋史学Ⅰ

西洋史学Ⅱ 西洋史学Ⅱ

論理学Ⅰ

人
文
科
学
分
野

論理学Ⅰ

論理学Ⅱ 論理学Ⅱ

文学演習Ⅰ

文学演習Ⅱ



<別紙>

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
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修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前･後 2 兼1 1前･後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

社会学Ⅰ 1前 2 兼2 社会学Ⅰ 1前 2 兼2

社会学Ⅱ 1後 2 兼2 社会学Ⅱ 1後 2 兼2

現代の世界 1前 2 兼1 1前 2

現代の日本 1後 2 兼1 1後 2

心理学 1前･後 2 兼2 心理学 1前･後 2 兼2

日本の政治経済Ⅰ 1前 2 兼1 日本の政治経済Ⅰ 1前 2 兼1

日本の政治経済Ⅱ 1後 2 兼1 日本の政治経済Ⅱ 1後 2 兼1

1前 2 兼1

1後 2 兼1

大学とキャリア 1前 2 兼3 大学とキャリア 1前 2 兼3

社会とキャリア 1後 2 兼1 社会とキャリア 1後 2 兼1

仕事とキャリア 2前 2 兼1 仕事とキャリア 2前 2 兼1

3後 4 兼1 2後 4 兼1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

インターンシップ 2通 4 兼1 インターンシップ 1通 4 兼1

ディベート 2前･後/2休 2 兼2 ディベート 2前･後/2休 2 兼2

キャリア特講 3前･後 2 兼2 キャリア特講 2前･後 2 兼1

判断推理 1前 2 兼1 判断推理 1前 2 兼1

数的推理 1後 2 兼1 数的推理 1後 2 兼1

応用判断推理 2前 2 兼1 応用判断推理 2前 2 兼1

応用数的推理 2後 2 兼1 応用数的推理 2後 2 兼1

公共特別演習Ⅰ 2前 2 兼1 公共特別演習Ⅰ 2前 2 兼1

公共特別演習Ⅱ 2後 2 兼1 公共特別演習Ⅱ 2後 2 兼1

3前 2 兼1 2前 2 兼1

3後 2 兼1 2後 2 兼1

3前 2 兼1 2前 2 兼1

3後 2 兼1 2後 2 兼1

3前 2 兼1 2前 2 兼2

3後 2 兼1 2後 2 兼2

1後 2 兼1

1前 2 兼2 1前 2 兼2

1後 2 兼6 1後 2 兼6

1前･後 2 兼2 1前･後 2 兼2

地域学演習Ⅰ 2前 2 兼1 地域学演習Ⅰ 2前 2 兼2

地域学演習Ⅱ 2後 2 兼1 地域学演習Ⅱ 2後 2 兼2

1通 2 兼1 1通 2

地域連携実践演習 2前･後 2 兼2 地域連携実践演習 2前･後 2 兼2

地域連携特講 1休 2 兼2

1休 2 兼1

人権入門 1後 2 兼7 1後 2 兼7

いのちの対話 1休 2 兼1 1休 2 兼1

いのちの倫理 1前 2 兼1 いのちの倫理 1前 2 兼1

職業の倫理 1後 2 兼1 職業の倫理 1前 2 兼1

環境の倫理 1前 2 兼1 環境の倫理 1後 2 兼1

人間健康学入門 1前 2 4 3 兼7 人間健康学入門 1前 2 5 2 兼7

演習ⅠＡ 1前 2 2 2 1 演習ⅠＡ 1前 2 5 2 1 1

演習ⅠＢ 1後 2 2 1 1 演習ⅠＢ 1後 2 2 0 1 1

演習ⅡＡ 2前 2 2 1 1 演習ⅡＡ 2前 2 3 0 1

演習ⅡＢ 2後 2 2 2 1 演習ⅡＢ 2後 2 2 2 1

演習Ⅲ 3通 4 4 3 1 演習Ⅲ 3通 4 5 2 1

演習Ⅳ 4通 4 4 3 1 演習Ⅳ 4通 4 5 2 1

卒業研究 4通 4 4 3 1 4通 4 5 2 1

【認可時又は届出時】 【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

ジャーナリズム論Ⅰ

社
会
科
学
分
野

法学Ⅰ

法学Ⅱ 法学Ⅱ

日本国憲法 日本国憲法

経済学Ⅰ 経済学Ⅰ

経済学Ⅱ 経済学Ⅱ

法学Ⅰ

共
通
教
育
科
目

教
養
科
目

政治学Ⅰ

アカデミックサポーター養成講座Ⅰ

久留米・筑後体験演習

公共特講（法律系）Ⅰ

公共特講（法律系）Ⅱ

ジャーナリズム論Ⅱ

社
会
展
開
科
目

キ
ャ
リ
ア
教
育

社
会
展
開
科
目

キ
ャ
リ
ア
教
育

キャリア・フィールドワーク キャリア・フィールドワーク

キャリア・プロジェクト キャリア・プロジェクト

公共特講（法律系）Ⅰ

教
養
科
目

社
会
科
学
分
野

久留米・筑後体験演習

地域人材育成実習演習 地域人材育成実習演習(廃止)

地域体験演習(まちおこしを考える)

医
療
と
社
会

医
療
と
社
会

政治学Ⅰ

政治学Ⅱ 政治学Ⅱ

現代の世界(未開講)

現代の日本(未開講)

久留米学（歴史と環境）

地
域
学

久留米学（歴史と環境）

久留米学（文化と社会） 久留米学（文化と社会）

公共特講（法律系）Ⅱ

公共特講（経済系）Ⅰ 公共特講（経済系）Ⅰ

公共特講（経済系）Ⅱ 公共特講（経済系）Ⅱ

卒

業

研

究

卒

業

研

究
卒業研究

いのちの対話

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
科
目

専

門

入

門

科

目

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
科
目

専

門

入

門

科

目

専
門
演
習
科
目

専
門
演
習
科
目

共
通
教
育
科
目

人権入門

アカデミックサポーター養成講座Ⅰ

アカデミックサポーター養成講座Ⅱ アカデミックサポーター養成講座Ⅱ

グローカル・キャリア

地
域
学
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1前 2 兼1 1前 2 兼1

医学総論 1前 2 兼10 1前 2 兼10

1前 2 兼10 1前 2 兼11

1前 2 兼3 1前 2 兼3

1後 2 兼3 1後 2 兼3

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 子ども社会学 1後 2 1

2前 2 兼2 2前 2 兼2

2休 2 兼1 2休 2 兼1

2後 2 兼1 レクリエーション論 2後 2 兼1

1後 2 兼1 1後 2 兼1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2後 2 1

3前 2 兼1 3休 2 兼1

保育と教育の心理 3後 2 1

4後 2 2 1 4後 2 2 1

保育原理 1前 2 1 保育原理 1前 2 1

1後 2 兼1 養護原理 1後 2 兼1

1前 2 兼1 1前 2 兼1

1後 2 1 3後 2 1

2前 2 兼1 子どもの保健 2前 2 兼1

2後 2 兼1 （廃止）

3前 2 兼1 児童福祉論（保） 3前 2 兼1

子どもの保健Ⅱ 3前 2 兼1 （廃止）

子どもの食と栄養 3後 2 兼1 子どもの食と栄養 3後 2 兼1

3後 2 1

音楽理論 1後 2 1 （廃止）

保育内容（健康） 2前 2 1 保育内容（健康） 2前 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

保育内容（環境） 2後 2 1 保育内容（環境） 2後 2 1

保育内容（言葉） 3前 2 兼1 保育内容（言葉） 3前 2 兼1

保育内容（表現Ⅰ） 2前 2 兼1 保育内容（表現Ⅰ） 2前 2 兼1

保育内容（表現Ⅱ） 2後 2 1 保育内容（表現Ⅱ） 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 兼1 保育内容総論 2前 2 兼1

2後 2 兼1 保育・教育課程論 2前 2 兼1

2後 2 兼1 教育方法論（幼） 2後 2 1 1

3前 2 1 （廃止）

2休 2 兼1 2休 2 兼1

3休 2 兼1 （廃止）

2後 2 1

乳児保育Ⅰ 2前 2 兼1

2前 2 兼1 乳児保育Ⅱ 2後 2 兼1

2後 2 1 （廃止）

家庭支援論 3後 2 1 （廃止）

2後 2 兼1

養護内容論 3前 2 兼1 養護内容論 3前 2 兼1

3後 2 1 3後 1 1

3前 2 兼1

図画工作Ⅰ 1後 1 兼1 子どもと言葉 1前 1 兼1

1前 1 兼1 子どもと表現Ⅰ 1後 1 兼1

器楽Ⅰ 2前 1 1 兼4 子どもと健康 2前 1 1

幼児体育Ⅰ 2前 1 1 子どもと人間関係 2後 1 兼1

声楽 2後 1 兼1 子どもと環境 2後 1 1

3前 1 兼1 2前 1 1

3後 1 1 兼2 子どもと表現ⅡＢ 2後 兼1

幼児体育Ⅱ 3後 1 1 3前 兼1

3後 1 1

3後 1 1

【認可時又は届出時】 【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

レクリエーション論

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
科
目

専
門
基
礎
科
目

対人コミュニケーション論

専
門
教
育
科
目

学
部
共
通
科
目

青少年問題の社会学

児童福祉論（保）

保育・教育課程論

教育方法論（幼）

学
科
専
門
科
目

基
幹
科
目

保
育
・
教
育
基
礎
科
目
群

A
類

（
教
職

）

教育の本質（幼）

学
科
共
通
科
目

保
育
・
教
育
技
能
科
目
群

B
類

（
保
育

）

児童文学

保育・教職実践演習

社会福祉援助技術演習（保）

保
育
・
教
育
内
容
・
方
法
科
目
群

子ども家庭支援論

子どもの保健ⅠＡ

子どもの保健ⅠＢ

幼児理解の理論と方法

子どもと生活

幼児理解の理論と方法

ユニバーサルデザイン論

発達支援論Ⅰ 発達支援論Ⅰ

子ども社会学

応用スポーツ医科学 応用スポーツ医科学

専
門
基
礎
科
目

対人コミュニケーション論

医学総論

スポーツ医科学概論 スポーツ医科学概論

からだのしくみ からだのしくみ

基礎スポーツ医科学 基礎スポーツ医科学

ユニバーサルデザイン論

青少年問題の社会学

子ども家庭支援の心理学

教育相談（カウンセリングを含む。）（幼）

保育内容総論

B
類

（
保
育

）

B
類

（
保
育

）

乳児保育

障がい児保育Ⅰ

子どもの健康と安全

保育相談支援 子育て支援の方法

幼児理解と援助の方法

保
育
・
教
育
内
容
科
目
群

児童文化財の研究

図画工作Ⅱ 子どもと表現ⅡＡ

器楽Ⅱ

保育の表現技術(図画工作)

保育の表現技術(器楽)

保育の表現技術(幼児体育)

基
幹
科
目

保
育
・
教
育
基
礎
科
目
群

保育・教職実践演習

A
類

（
教
職

）

教育の本質（幼）

保育・教職の意義 保育・教職の意義

発達と学習の心理（幼） 発達と学習の心理（幼）

保
育
・
教
育
方
法
科
目
群

A
類

（
教
職

）

保育内容（人間関係） 保育内容（人間関係）

教育の制度と行政（幼） 教育の制度と行政（幼）

（廃止）

特別支援教育概論(幼)

B
類

（
保
育

）

養護原理

社会福祉学概論（保） 社会福祉学概論（保）

A
類

（
教
職

）

教育相談（カウンセリングを含む。）（幼）



<別紙>

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

2休 2 2 1 兼2 2休 2 3 1 1

保育実習指導ⅠＡ 2後 1 1 1 1 2後 1 1 1 1

3休 2 1 3休 2 1 1 1

保育実習（施設）Ⅰ 3休 2 1 1 3休 2 1 1

保育実習指導ⅠＢ 3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1

3後 1 1 1 1 3後 1 1 1 1

4休 2 2 1 1 4休 2 2 1 1

4前 1 1 1 4前 1 1 1

4前 1 1 1 1 4前 1 1 1 1

4休 2 1 1 1 4休 2 0 2 1

4休 2 2 1 1 4休 2 2 1 1

4前 1 1 1 1 4前 1 1 1 1

4休 2 2 1 4休 2 2 1

1前 2 4 3 1 1前 2 5 2 1

2前 2 兼1 基礎小児医学 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

3後 2 2 兼1 子育て包括支援論 3後 2 2 兼1

3前 2 5 2 1 3前 2 4 2 兼1

精神保健 1後 2 兼1 精神保健 1後 2 兼1

1前 1 兼2 1休 1 兼2

病児保育論 2前 2 兼1 病児保育論 2前 2 兼1

健康生活概論 2前 2 兼2 2前 2 兼2

発育発達論 2後 2 兼4 2後 2 兼4

2後 2 兼1 2後 2 兼1

病弱者教育概論 3前 2 兼1 3前 2 兼1

3休 1 兼1 3休 1 兼1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 発達環境論 1後 2 1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

発達支援論Ⅱ 3前 2 1 3前 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

発達検査法 3後 1 1 3後 1 1

3後 2 兼1 3後 2 兼1

2後 1 1 2後 1 1

家族社会学 1前 2 兼1 1前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

2前 2 兼1 2前 2 兼1

2後 2 兼1 2後 2 兼1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 兼1 3前 2 兼1

3後 1 兼1 3後 1 兼1

3前 1 1 3前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

4休 1 兼1 4休 1 兼1

3前 2 1 兼2 3前 2 1 兼2

3後 2 兼2 3後 2 兼2

4前 2 兼2 4前 2 兼2

3休 1 1 児童館実習 3休 1 1

3通 2 1 2 1 3通 2 1 2 1

子ども学特講Ⅱ 4通 2 1 2 1 4通 2 1 2 1

2前 2 兼2

2後 2 兼2

3前 2 兼2

3後 2 兼2

4休 2 兼2

3休 2 兼2

教育実習事前事後指導（幼稚園）Ⅰ

教育実習（幼稚園）Ⅱ

【認可時又は届出時】 【令和元年度】

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称

配
当
年
次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

展
開
科
目

展
開
コ
ア
科
目

子ども学概論

展
開
科
目

展
開
コ
ア
科
目

子ども学概論

基礎小児医学

発達障がいの医学

B
群

（
子
ど
も
の
発
達
支
援

）

乳幼児発達の基礎 B
群

（
子
ど
も
の
発
達
支
援

）

乳幼児発達の基礎

発達環境論

発達障がいの医学

子育て包括支援論

子ども家庭支援サービスラーニング 子ども家庭支援サービスラーニング

A
群

（
子
ど
も
の
健
康
支
援

）

A
群

（
子
ど
も
の
健
康
支
援

）

救急処置法 救急処置法

健康生活概論

発育発達論

健康支援フィールドワーク

教育実習事前事後指導（幼稚園）Ⅱ

教育実習事前事後指導（幼稚園）Ⅰ

教育実習（幼稚園）Ⅰ 教育実習（幼稚園）Ⅰ

保育実習（保育所）指導Ⅱ 保育実習（保育所）指導Ⅱ

保育実習（施設）指導Ⅱ 保育実習（施設）指導Ⅱ

学
科
専
門
科
目

知的障がい者の心理 知的障がい者の心理

発達検査法

学校保健（学校安全を含む） 学校保健（学校安全を含む）

病弱者教育概論

教育実習（幼稚園）Ⅱ

基
幹
科
目

保
育
・
教
育
実
習
科
目
群

保育インターンシップ

保育実習指導ⅠＡ

保育実習（保育所）Ⅰ 保育実習（保育所）Ⅰ

保育実習（施設）Ⅰ

保育実習指導ⅠＢ

健康支援フィールドワーク

カウンセリング心理学

障がい児保育Ⅱ 特別支援教育各論

発達支援フィールドワーク 発達支援フィールドワーク

C
群

（
地
域
の
子
ど
も
・
家
庭
支
援

）

家族社会学

都市社会学 都市社会学

カウンセリング心理学

保育コミュニケーション英語 保育コミュニケーション英語

地域・家庭支援フィールドワーク 地域・家庭支援フィールドワーク

臨床心理学 臨床心理学

発達支援論Ⅱ

専
門
教
育
科
目

保育実習（保育所）Ⅱ 保育実習（保育所）Ⅱ

保育実習（施設）Ⅱ 保育実習（施設）Ⅱ

教育実習事前事後指導（幼稚園）Ⅱ

C
群

（
地
域
の
子
ど
も
・
家
庭
支
援

）

児童館実習

子ども学特講Ⅰ 子ども学特講Ⅰ（未開講）

子ども学特講Ⅱ

教育総合演習Ⅰ

教育総合演習Ⅱ

児童館・放課後児童クラブの機能と運営 児童館・放課後児童クラブの機能と運営

児童館・放課後児童クラブの活動内容と指導法Ⅰ 児童館・放課後児童クラブの活動内容と指導法Ⅰ

児童館・放課後児童クラブの活動内容と指導法Ⅱ 児童館・放課後児童クラブの活動内容と指導法Ⅱ

家族心理学 家族心理学

コミュニティ福祉論 コミュニティ福祉論

保育・教育経営論 保育・教育経営論

教育総合演習Ⅲ

教育総合演習Ⅳ

教育総合演習Ⅴ

教育総合演習Ⅵ

周
辺
科
目

リメディアル器楽

周
辺
科
目

リメディアル器楽

レクリエーション演習 レクリエーション演習

専
門
教
育
科
目

学
科
専
門
科
目

基
幹
科
目

保
育
・
教
育
実
習
科
目
群

保育インターンシップ



<別紙>

【令和元年度】
１．共通教育科目の変更点については、2(1)-(2)(総合子ども学科)と同様であるため、省略。
２．平成31年度入学生より施行される、保育士養成課程の改定に伴い、以下のとおり変更。
・「社会福祉援助技術演習（保）」「子どもの保健IB」「子どもの保健II」「家庭支援論」「児童文化財の研究」「保育と教育の心理」「図画工作Ⅰ」「器楽Ⅰ」
「幼児体育Ⅰ」「声楽」を削除。
・「子どもの保健ⅠA」から「子どもの保健」、「乳児保育」から「乳児保育Ⅱ」、「保育相談支援」から「子育て支援の方法」、「障がい児保育Ⅰ」から「特別支
援教育概論（幼）」、「障がい児保育Ⅱ」から「特別支援教育各論」、「器楽Ⅱ」から「保育の表現技術（器楽）」、「図画工作Ⅱ」から「保育の表現技術（図画工
作）」、「幼児体育Ⅱ」から「保育の表現技術（幼児体育）」へ科目名称変更。
・「子ども家庭支援論」「子ども家庭支援の心理学」「乳児保育Ⅰ」「子どもの健康と安全」「幼児理解の援助と方法」「子どもと言葉」「子どもと表現Ⅰ」「子ど
もと人間関係」「子どもと環境」「子どもと表現ⅡA」「子どもと表現ⅡB」を新設。
・法定の区分および単位数が変更となったことに伴い、卒業に必要な単位数の内訳と区分名称を変更。

・卒業要件
　共通教育科目24単位以上，専門教育科目から100単位以上，合計124単位以上を修得し，卒業審査に
  合格すること。ただし,周辺科目はこれに含まない。
　履修科目の登録の上限：1～3年次48単位（年間）、4年次　44単位（年間）
　　　　　　　　　　　　ただし、保育インターンシップ、保育実習、教育実習及び自由科目はこれに含めない。
・履修方法
　共通教育科目（基礎科目 外国語科目）             　       　　                  8単位
　共通教育科目（基礎科目 健康・スポーツ科学科目）                          2単位
  共通教育科目（基礎科目 情報教育科目） 　     　         　　　　　　         2単位
　共通教育科目全体より　　　　　　　　　　　　　　　　    　　    　　　　　       12単位
　専門教育科目（専門入門科目）                　　       　　       　　　　　       2単位
　専門教育科目（専門演習科目）                　      　 　                          16単位
　専門教育科目（卒業論文）　　               　　   　　                        　       4単位
　専門教育科目（専門基礎科目）　　　　　　　　　　　　 　　  　                 　 4単位
　専門教育科目（基幹科目 保育・教育基礎科目）　　　Ａ類（教職）       10単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　                       Ｂ類（保育）         4単位
　専門教育科目（基幹科目 保育・教育内容・方法科目）Ａ類（教職）　　22単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                          Ｂ類（保育） 　　 2単位
　専門教育科目（基幹科目 保育・教育技能科目）　 　　　　　　       　       4単位
　専門教育科目（基幹科目 保育・教育実習科目）　　       　 　       　       2単位
　専門教育科目（展開科目 展開コア科目） 　　　　　　　 　　　         　      10単位
　専門教育科目（展開科目 A群・B群・C群のいずれかより）  　　　  　      8単位
　専門教育科目全体より　　　　　　　　　　　　　　　    　 　                 　      12単位
　合計124単位以上を修得すること。

・卒業要件
　共通教育科目24単位以上，専門教育科目から100単位以上，合計124単位以上を修得し，卒業審
　査に合格すること。ただし,周辺科目はこれに含まない。
　履修科目の登録の上限：1～3年次48単位（年間）、4年次　44単位（年間）
　　　　　　　　　　　　ただし、保育インターンシップ、保育実習、教育実習及び自由科目はこれに含めない。
・履修方法
　共通教育科目（基礎科目 外国語科目）             　       　　                   8単位
　共通教育科目（基礎科目 健康・スポーツ科学科目）　       　　             2単位
  共通教育科目（基礎科目 情報教育科目） 　     　         　　                   2単位
　共通教育科目全体より　　　　　　　　　　　　　　　　    　　                       12単位
　専門教育科目（専門入門科目）                　　       　　                          2単位
　専門教育科目（専門演習科目）                　      　 　                           16単位
　専門教育科目（卒業論文）　　               　　   　　                                  4単位
　専門教育科目（専門基礎科目）　　　　　　　　　　　　 　　  　                     4単位
　専門教育科目（基幹科目 保育・教育基礎科目）　　　Ａ類（教職）     6単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　                       Ｂ類（保育）         4単位
　専門教育科目（基幹科目 保育・教育方法科目）  Ａ類（教職）   20単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         Ｂ類（保育）    4単位
　専門教育科目（基幹科目 保育・教育内容科目）　 　　　　　　           6単位
　専門教育科目（基幹科目 保育・教育実習科目）　　       　 　                 2単位
　専門教育科目（展開科目 展開コア科目） 　　　　　　　 　　　                  10単位
　専門教育科目（展開科目 A群・B群・C群のいずれかより）  　　　           8単位
　専門教育科目全体より　　　　　　　　　　　　　　　    　 　                         14単位
　合計124単位以上を修得すること。

（１）ー②授業科目表に関する変更内容
　　　　 　　　　

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法










